
ラ
ソ
ン
に
限
ら
ず
、
規
模
、コ
ー
ス
な
ど
、

課
題
を
解
決
し
、
東
京
オ
リ
ン
ピッ
ク
・

パラ
リ
ン
ピック
ま
で
に
、
開
催
で
き
る
よ

う
検
討
さ
れ
た
い
。 

　

教
育
施
策
につい
て
は
、
次
期
学
習
指

導
要
領
の
改
訂
に
向
け
て
、本
区
の
学
力
、

体
力
向
上
に
不
断
に
取
組
ま
れ
た
い
。

　

新
た
な
産
業
支
援
体
制
に
関
し
て

は
、
仮
称
す
み
だ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
が
機
能
を
果
た
す
よ
う
、
全
力

を
挙
げ
て
取
り
組
む
よ
う
求
め
る
。
事

業
承
継
支
援
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
の
取

組
み
実
績
を
活
か
し
、
更
に
推
進
さ
れ

た
い
。

　

吾
妻
橋
観
光
案
内
所
の
移
転
につい
て

は
、
結
果
を
検
証
し
、
そ
の
後
の
利
用

と
観
光
案
内
所
の
あ
り
方
につい
て
検
討

し
、
そ
の
結
果
を
議
会
に
報
告
す
る
こ

と
を
求
め
る
。

　

す
み
だ
良
質
な
集
合
住
宅
認
定
制

度
につい
て
は
、
終
期
設
定
を
含
む
制
度

設
計
を
構
築
し
た
上
で
、
次
期
定
例
会

に
改
め
て
報
告
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

ま
た
、
要
件
緩
和
や
認
定
制
度
の
拡
充

な
ど
、
現
行
制
度
の
見
直
し
を
求
め
る
。

　

審
議
中
、
大
瀬
委
員
よ
り
二
度
に
わ

たって
不
穏
当
な
発
言
が
あ
り
、
そ
の
取

扱
い
を
巡って
委
員
会
が
空
転
し
た
こ
と

は
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。
大
瀬
委
員

の
発
言
に
対
し

て
は
、
樋
口
委

員
長
よ
り
厳
重

注
意
が
あ
り
、

ま
た
我
が
会
派

の
木
内
委
員
他

よ
り
、
指
摘
が

あ
っ
た
。
同
じ

議
会
に
属
す
る

者
と
し
て
、
議

会
の
品
位
を
損

な
う
言
動
は
慎

む
よ
う
、
強
く

申
し
上
げ
る
も

の
で
あ
る
。
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平
成
29
年
度
墨
田
区

会
計
予
算
を
採
択
し
ま
し
た
。

❸ 

予
算
編
成
の
あ
り
方
に
つ
い
て 

　

予
算
額
の
算
定
根
拠
が
曖
昧
な
事
業

が
認
め
ら
れ
る
。
予
算
編
成
に
あ
たって

は
、
確
固
た
る
根
拠
に
よ
る
政
策
形
成

を
望
む
。
ま
た
、
十
分
な
議
論
を
尽
く

す
為
に
、
新
規
事
業
は
議
会
に
事
前
の

報
告
を
す
る
こ
と
を
求
め
る
。 

❹ 

歳
出
に
つ
い
て 

　

第
二
次
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
着

実
な
実
行
を
求
め
る
。
旧
学
校
跡
地
の

維
持
管
理
費
に
つい
て
は
、
起
債
に
よ
る

金
利
負
担
と
比
較
し
て
も
除
却
の
必
要

性
は
明
ら
か
で
あ
る
。
跡
地
の
有
効
利

用
の
検
討
を
急
ぐ
よ
う
望
む
。 

❺ 

各
事
業
に
つ
い
て 

　

子
育
て
支
援
につい
て
は
、
待
機
児
童

解
消
に
向
け
た
保
育
所
の
徹
底
整
備
を

求
め
る
。
ま
た
、
在
宅
で
の
子
育
て
支
援

の
充
実
を
要
望
す
る
。
両
国
リ
バ
ー
セ
ン

タ
ー
事
業
は
、
旧
家
庭
セ
ン
タ
ー
跡
地
を

子
育
て
等
の
複
合
施
設
と
し
、
双
方
を

有
効
活
用
し
、
当
該
地
域
の
子
育
て
環

境
整
備
を
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
を
要

望
す
る
。
家
庭
的
保
育
者
事
業
につい
て

は
、
拡
充
に
向
け
新
た
な
制
度
の
構
築

を
進
め
る
こ
と
を
望
む
。 

　

木
造
住
宅
耐
震
化
・
不
燃
化
促
進
は

各
制
度
の
利
用
促
進
を
図
り
、「
燃
え
な

い・
壊
れ
な
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を

望
む
。 

通
電
火
災
防
止
啓
発
事
業
で
は
、

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
交
付
に
つい
て
「
避
難

行
動
要
支
援
者
名
簿
」
に
掲
載
さ
れ
な

い
世
帯
等
への
配
慮
を
求
め
る
。

　

高
齢
者
福
祉
に
関
し
て
は
、
公
益
社

団
法
人
墨
田
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
事
業
を
充
実
し
、
高
齢
者
の
生
き
が

いの
場
の
確
保
を
図
ら
れ
た
い
。

　

障
害
者
施
策
につい
て
は
、
地
域
支
援

協
議
会
を
設
立
し
、
障
害
者
差
別
解
消

法
の
普
及・啓
発
に
努
め
る
こ
と
を
望
む
。

　
マラ
ソ
ン
大
会
開
催
につい
て
は
、
ミニマ

﹇ 

意
見
開
陳 

﹈

❶ 

歳
入
に
つ
い
て 

　
一
般
会
計
予
算
につい
て
は
、
普
通
交

付
金
が
過
去
５
年
間
で
最
大
の
約
７
億
円

の
減
収
幅
と
なった
他
、
地
方
消
費
税
交

付
金
な
ど
各
交
付
金
も
大
幅
な
減
額
と

なった
。
財
政
基
盤
の
強
化
の
為
に
、
行

財
政
改
革
の
推
進
と
、コス
ト
に
対
す
る

職
員
の
意
識
改
革
を
徹
底
し
、
危
機
感

を
持って
区
政
運
営
に
臨
ん
で
頂
き
た
い
。

❷ 

平
成
29
年
度
予
算
の
評
価
と  

    

区
政
施
行
70
周
年
に
つ
い
て 

　
今
予
算
案
で
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
、

通
電
火
災
防
止
啓
発
事
業
な
ど
、
社
会

的
弱
者
及
び
災
害
弱
者
に
対
す
る
支
援

に
も
配
慮
さ
れ
た
こ
と
に
つい
て
は
、
評

価
す
る
。「
す
み
だ
北
斎
美
術
館
」
を

基
軸
と
し
た
関
連
事
業
は
、
区
民
が
文

化
・
芸
術
を
身
近
に
感
じ
る
機
会
創
出

に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
、
さ
ら
に
推
進

さ
れ
る
よ
う
望
む
。 「
地
域
力
日
本
一
」

を
目
指
す
スロ
ー
ガ
ン
と
、「
地
域
力
」
の

名
の
も
と
に
策
定
さ
れ
た
事
業
目
的
の

乖
離
は
課
題
で
あ
る
。「
地
域
力
」
の
概

念
が
全
区
民
、
全
庁
的
に
共
有
さ
れ
る

よ
う
、
条
例
ま
た
は
、
宣
言
の
検
討
を

急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。
区
政
施
行
70
周
年

の
記
念
事
業
に
つい
て
は
、
区
民
が
自
ら

の
意
思
で
き
る
よ
う
、
創
意
工
夫
を
凝

ら
す
こ
と
を
求
め
る
。

特集号

墨田区会計予算
予算総額 億円

［内訳］
●一般会計予算 億円
●国民健康保険特別会計 億円
●介護保険特別会計予算 億円
●後期高齢者医療特別会計 億円

平成２９年度各会計予算案が区長から示され、予算特別委員会が開
催されました。樋口敏郎委員長、瀧澤良仁委員、木内清委員、沖山仁
委員、佐藤篤委員、松本ひさし委員が審議にあたりました。

墨田区では上記予算の中で、年間 以上の事業を行っています。特に新規事業の中から 点お知らせします。

意見開陳する
松本 ひさし委員

約 万円

　　  区制施行 周年
記念事業（式典・郷土文化資料館・
動画コンテストほか）

　　  保健衛生
区民の健康づくりのための
データヘルス計画事業の推進

約 万円

　　  産業観光
新たな産業支援体制と（仮称）すみだ
ビジネスサポートセンターの開設

約 万円

約 億 万円

　　  子育て
待機児童解消に向けて、
保育士等の確保

　　  スポーツ振興
墨田区内でマラソン大会
開催の検討

約 万円

　　  安全支援
錦糸町駅周辺客引き行為等の
防止のためのパトロール強化

約 万円

左から　瀧澤委員※、坂井議員、佐藤委員※、田中議員、福田議員、
沖山委員※、しもむら議員、松本委員※、加藤議員、木内委員※、中沢議員
（※は予算特別委員会委員）

坂下 修議長（写真左）と
樋口 敏郎委員長（写真右）
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墨
田
区
議
会

自
由
民
主
党

議
員
紹
介

墨
田
区
議
会
自
由
民
主
党
の
所
属
議
員
で
す
。

お
近
く
の
議
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 政務調査部会相談役
 区民文教委員会委員
 都市開発・災害対策特別委員会

     委員長

墨田五丁目 番 号

瀧
澤 

良
仁

 広報部会副部会長
 企画総務委員会委員長
 観光対策等調査特別委員会委員

八広一丁目 番 号

田
中 
邦
友

 墨田区議会議長
 福祉保健委員会委員
 行財政改革等特別委員会委員

向島三丁目 番 号

坂
下  

修

 政務調査部会副部会長
 産業都市委員会委員長 
 観光対策等調査特別委員会委員

本所二丁目 番 号 号

木
内  

清

 企画総務委員会委員
 都市開発・災害対策特別委員会

     委員
 予算特別委員会委員長

八広三丁目 番 号

樋
口 

敏
郎

 副幹事長・広報部会長・
　  議会運営委員会委員
 福祉保健委員会副委員長
 観光対策等調査特別委員会委員
 決算特別委員会委員長

堤通一丁目 番 号

中
沢 

え
み
り

 幹事長・議会運営委員会委員長
 区民文教委員会委員
 行財政改革等特別委員会委員

京島一丁目 番 号 号室

沖
山  

仁

 福祉保健委員会委員
 観光対策等調査特別委員会委員

業平四丁目 番 号

福
田 

は
る
み 区民文教委員会副委員長

 都市開発・災害対策特別委員会
     委員

緑一丁目 番 号 号室

加
藤  

拓

 副幹事長・政務調査部会長・
 　 議会運営委員会委員
  企画総務委員会副委員長
  行財政改革等特別委員会委員

京島三丁目 番 号

佐
藤  

篤
 産業都市委員会委員
 観光対策等調査特別委員会委員
 決算特別委員会副委員長
 編集長

東駒形二丁目 番 号

坂
井 

ユ
カ
コ

 副幹事長・議会運営委員会委員
 産業都市委員会副委員長
 都市開発・災害対策特別委員会

　  委員

太平三丁目 番 号 Ｆ

松
本 

ひ
さ
し

 企画総務委員会委員
 行財政改革等特別委員会

 　 副委員長

亀沢四丁目 番 号 号室

し
も
む
ら 

緑

お気軽にご意見を
お寄せください。

墨田区議会
自由民主党
http://jimin-sumida.jp/

ホームページもチェック！

＜ 予 算 特 別 委 員 会 で の 議 論 ＞

悲願の大学誘致、国立千葉大に決定
　墨田区と国立大学法人千葉大学との包括的連
携協定が 月 日に締結されました。
　千葉大学からは、旧中小企業センターの活用に
よる、日本初の「デザイン・建築スクール」を平
成 年に設置する考え方が示されました。平成
年度には、区と大学の協議による基本構想が決定
します。今後、大学との連携については、我が会
派として区民の意向をしっかりと反映してまいります。

墨田区の各予算案は、真に区民生活の向上につながるとの確信のもとに区議会に提出されたものです。
我が会派は、予算委員を中心に、提案された予算事業を真摯に検証・評価する姿勢の下で全員一丸となって予算委員会での議論に取り組みました。

以下、 日間の議論を振り返ります。私たちは、本予算事業の展開をしっかりと見守ってまいります。

簡易型感震ブレーカーの設置について
　この事業は、内閣府公表の「地震時等に著し
く危険な密集市街地」に基づき、対象地域の高
齢者等に、住民防災組織により感震ブレーカーを
設置するというものです。（ 町会 個、 町会を
年間＝計 町会 個）
　墨田区にとって最優先である防災まちづくり。わ
が会派は、これからも施策の充実に全力を尽くして
まいります。

「地域力日本一」について
　各分野の事業の随所に「地域力」という言葉
が使用されていますが、その定義について質疑が
行われました。我が会派として、区長の掲げる「地
域力」の定義について条例化等で明文化し、区
民と認識を共有するよう提案したところ、区長から
は検討する旨の答弁がありました。
　関連して、ふるさと納税の仕組みを活用し、文化
芸術活動や地域力に向上に効果が期待できるプロ
ジェクトの資金調達の場を提供する、「すみだの“夢”
応援助成事業」については、我が会派の指摘で、
運用上のリスクマネジメント改善が図られました。

旧家庭センターの跡地利用について
　旧家庭センター跡地は、区からは民設民営の認
可保育所の設置が示されていました。
　しかし、我が会派は、本所地区の中央部に位置
し、公園に隣接している好環境の良好な立地を活
かし、子育てひろば等、子育て支援の機能を有し
た複合施設として整備すること検討するべきである
と強く申し入れをしました。

吾妻橋観光案内所の移転について
　東京都の両国リバーセンターの整備を行ってい
る間、両国船着場が使用できなくなるため、代替と
して吾妻橋船着場を利用することが示されました。
　これに伴い、現在の吾妻橋観光案内所を庁舎
階へ移転し、乗船者の待合コーナー機能等を有す
る観光拠点とする予定です。
　我が会派は、案内所、船着場、アシックスコネ
クトトウキョウ＠スミダ（ランステカフェ）、すみだグ
リーンマーケット等水辺の施設とイベントが一体と
なって展開されることで、墨田区観光の入り口とし
ての魅力向上と観光客誘致へつなげていくよう要
望しました。墨田区・国立千葉大学の包括的連携協定締結式（写真左は坂下議長）


